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＜西口広場周辺における利用者の動線＞

交通手段 施設 施設数 備考

バス 高校行バス
乗降場

２か所
花巻東高校行き
花巻南高校行き

高速バス
乗降場

１か所
盛岡・東京行き
（運休）

タクシー 乗降場 － 区画線なし

待機場 － 区画線なし

一般車 乗降場 － 区間線なし

待機場
（駐車場）

－
区画線なし

自転車
駐輪場

８か所
(県営駐輪場含む)

市営711台
県営255台

バス停留所
（花巻東高校行）

バス停留所
（花巻南高校行）

高速バス停留所
（盛岡・東京行き）

〇西口駅前広場の現況について
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【現状の課題】

・バス停や一般車の停車スペースなど車両動線等が明示さ

れていない

・自転車、歩行者がロータリー内を通過している

・歩行者動線に点字ブロックがない

・段差があるなどバリアフリー化がされていない

・バス停にベンチや屋根付きの待機所がない

ロータリーが狭く朝夕は送迎用の一般車両により混雑しており、東西自由通路整備により、西口利用が増えることが
想定されることから西口駅前広場（ロータリー）の整備が必要
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〇令和３年度の調査の際の検討案

ロータリーを線路側に拡張し、地下道入口を撤去。バス停留所同数を確保。ロータリー内に一般車の一時待機場所
とタクシー待機場所を設置し、バス、タクシー乗り場に屋根を設置。自由通路入口近くに障がい者用乗降場所を設置。



①現状の利用用途とのギャップ

・現在の利用用途としては、朝夕のピーク時間における駅
利用者の送迎が主である。
・基本構想図では、出入口が1箇所となるため、利用車両
が出入り口部に集中し、渋滞や事故の発生が懸念され
る。

②違法駐車対策

・ロータリー内駐車場は基本的には送迎時の短時間利用
を想定する。
・無料駐車場とした場合、想定目的以外の長期間の駐
車が懸念される。
・有料駐車場とした場合、フラップ式などの設備を整備する
必要があるほか、維持管理等のランニングコストが別途
生じることが懸念される。

〇令和３年度の検討案における課題

一般車の一時待機場所の形状を変更
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ロータリー内の一般車の一時待機場所について
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〇基本設計における整備案（平面図）

一般車乗降場所

バス停留所

タクシー乗り場

タクシー降り場

障がい者等用
乗降場所駐輪場

(新規)

駐輪場(新規)

駐輪場(新規)

東西自由通路

県の自転車道については広場
区間を歩行専用として設定

車止め

車止め

歩行者通行部分に融雪設備
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一般車乗降場所：カラー舗装による誘導案内

（例：盛岡駅）

（イメージ）

歩道部分：インターロッキング舗装を検討

（イメージ）

（サークルベンチ）

横断防止柵

横断防止柵

シェルター（屋根）

（街路灯）

道路
照明灯

○整備イメージ（部材等の検討）

※写真はイメージです
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〇駐輪場の移転整備について

東西自由通路の整備位置の正面(西側)の駐輪場３か所を撤去し、代替の駐輪場を整備
現状の台数と同程度の台数を確保

駐輪場
(新規)

駐輪場
(新規)

駐輪場
(新規)

312台

65台

42台

①

②

③

撤去台数 348台 新規整備予定台数 419台（東西自由通路工事の支障となる部分を除くR7年度整備分395台）

撤去
348台
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〇駐車場の整備について

・西口駐車場整備は需要を検証したうえでロータリー周辺への整備の要否を検討

・用地未確定
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【西口駅前広場整備案のイメージ図】

※現時点のイメージ図であり変更になる場合があります

〇整備イメージ図（鳥観図）
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〇整備スケジュールについて

・駐輪場移転整備 令和７年７月～令和７年12月

・西口駅前広場整備 令和８年度～令和10年度

※工事個所の順番及び整備スケジュールについては、今年度実施の実施設計で検討中

※地下道入口の撤去は、東西自由通路の供用開始後に実施

〇概算整備費用について（西口駅前広場整備基本設計完了時点：平成7年3月末）

R6基本設計時の概算整備費用

西口駅前広場整備工事費 390,747千円

駐輪場整備費(用地費含む) 68,776千円

合計 459,523千円

・国庫補助金「都市構造再編集中支援事業（補助率1/2）」を活用

・市負担分に合併特例債を活用

※合併特例債は、返済額の７０％が国から交付税措置をされるため、 国の補助金を除いた市負担額につい

て、交付税措置額を除くと、市の実質的負担額は約77,000千円と試算（国全体の予算額による調整により

国の補助金が減額された場合は、合併特例債の増額も検討）

（駐車場整備費は除く）


